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自己紹介 

千房ホールディングス株式会社 
営業統括本部 グローバル事業部 
部長　山下賢祐 



会社概要 

創業1973年、今年52歳となった千房です。 
 
国内58店舗、海外は5ヵ国で8店舗を展開しています。 
 
国内では、鉄板焼業態のプレジデント千房、自慢のお
好み焼と本格的創作鉄板料理を楽しんでいただくとい
うコンセプトのエレガンス、そしてお好み焼一筋40余
年、長年信頼と信用で築き上げた味と店舗作りが特徴
のベーシックの３ブランドを展開しています。 



創業者 & CEO 



パイオニア 

数多くの業界初、世界初  



変遷 



世界の千房 

東アジアを中心に8店舗を展開 
 
台湾（高雄） １店舗 
韓国（ソウル） ３店舗 
中国（寧波） １店舗 
ベトナム（ハノイ） ２店舗 
フィリピン（マニラ）１店舗 
 

2026年1月時点
 



巨大な海外市場 

海外事業も国内と同じです！  



７つの課題 共通してみられる課題  

知的財産権保護の盲点



課題克服 戦略的視点_その① 

超長期ブランドビジョン

20年後、30年後にどのようなブランドであ

りたいかを明確にイメージし、そこから逆

算して戦略を立てます。

明確なUSP
自社商品・サービスの独自価値を一言で

説明できるまで磨き上げ、全社で共有しま

す。

柔軟な発想力

日本の常識にとらわれず、現地の文化や

商慣行を理解し、創造的なソリューション

を見出します。



課題克服 戦略的視点_その② 

コミュニケーション戦略とグローバル人材
海外パートナーとの関係構築において最も重要なのは、妥協しないコミュニケーションです。言語の壁は確かに存在しますが、それを

理由に意思疎通を諦めてしまっては、真の協力関係は築けません。日本人同士でさえ完全に分かり合えないことがあるのですから、

文化的背景の異なる海外パートナーとは、さらに丁寧で粘り強いコミュニケーションが必要で。

傾聴力
相手の言葉の背景にある真意や文化的文脈を理解しようとする姿勢

明確な表現
曖昧な日本語的表現を避け、具体的で誤解の余地のない伝え方

文書化の習慣
口頭での合意も必ず文書に残し、認識のズレを防ぐ

継続的対話
一度で理解されないことを前提に、繰り返し丁寧に説明する

Global Englishの必要性
完璧なネイティブレベルの英語は必要ありません。重要なのは、明確に意思を伝え、相

手の話を理解できる実務的なコミュニケーション能力です。むしろ、ネイティブではない

者同士の方が、お互いに配慮しながら分かりやすい英語で話すため、意思疎通がス

ムーズな場合もあります。語学力向上と並行して重要なのが、人脈とコネクションを結び

つける「点と点を線で結ぶ」発想力です。業界の垣根を超えて様々な人材と関係を築

き、それらを有機的に結びつけることで、新たなビジネスチャンスが生まれます。



第２創世記 

⑤

ベトナム タイ 
フィリピン ハワイ 
中国 香港 
台湾 インドネシア 
マレーシア 

⑭
ベトナム
ハワイ
台湾
中国

⑧

⑳ベトナム ２
台湾 １
中国 １
韓国 ３
フィリピン１

End of 2027

We are here
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